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1111    はじめにはじめにはじめにはじめに    
  近年，インターネットの普及により様々な Web サ
ービスを利用できるようになった．しかし，その多く
は利用できる端末やモダリティが制限されている．こ
うした状況を解決するために，現在，複数のモダリテ
ィを利用するマルチモーダル対話（MMI）の研究が
盛んに行われている[1][2]．我々もこれまで多様な端
末から利用可能な MMI システムアーキテクチャ[3]
の提案とMMI記述言語XISL[4][5]の検討を行ってき
た． 
  今回，我々は提案アーキテクチャに基づき，PC・
PDA・電話を端末とする三種類のMMIシステムを構
築した．PC端末は駅や空港等の公共施設に設置され
る情報キオスク端末を，PDA と電話はモバイルアク
セスを行うための携帯端末を想定している．本報告で
は提案アーキテクチャと XISLの特徴を示した後，今
回実現したシームレスな Web サービスについて述べ
る． 
 
2222    XISLXISLXISLXISLととととMMIMMIMMIMMIシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャ    
2.12.12.12.1    MMIMMIMMIMMIシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャシステムアーキテクチャ    
  我々はシームレスな Web サービスを実現するため
に，端末依存の処理と非依存の処理を別モジュールで

行う，図 1に示すアーキテクチャを検討した．端末依
存の処理とは，音声出力やマウス入力等のモダリティ
に関する処理である．一方，端末非依存な処理は対話
の流れ，対話遷移など，対話制御に関する処理である．
これらを分離することで，対話制御に関する処理の共
通利用が可能になる．我々は，前述の端末依存の処理
を行うモジュールをフロントエンドとして，端末非依
存な処理を行うモジュールを対話制御部として実装
している．また，XISLドキュメント等を保持するた
めに外部のWWWサーバを利用した． 
2.22.22.22.2    XISLXISLXISLXISLの特徴の特徴の特徴の特徴    
  XISL は XML をベースとした MMI 記述言語であ
り，対話遷移，入出力処理及び算術演算等を記述でき
る．XISLでは入出力処理の拡張性を高めるため，記
述仕様をフロントエンド開発者が定める事ができる
ようになっている．これにより，フロントエンド開発
者は端末に応じて自由に入出力を規定することが可
能である． 
 
3333    MMIMMIMMIMMIシステムシステムシステムシステム    
  PC・PDA・電話の 3 種類の端末から利用可能な
MMI システムを構築した．以降で各端末の詳細につ
いて述べる．    
3.13.13.13.1    PCPCPCPC端末端末端末端末    
  PC端末は，入力モダリティとしてマウス・キーボ
ード・マイクを，出力モダリティとしてディスプレイ，
スピーカを備える．また，図２に示すように PC端末
は WWW ブラウジング機能や擬人化エージェントの
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図 2．PC端末の利用例 

図 1．MMIシステムアーキテクチャ
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操作をサポートしている．ブラウザや擬人化エージェ
ントはユーザへの案内に使用される．ユーザは，案内
に応じてマウスや音声を用いて操作する． 
3.23.23.23.2    PDAPDAPDAPDA端末端末端末端末    
  PDA 端末は，入力モダリティとしてマイクとペン
タッチを，出力モダリティとしてスピーカとディスプ
レイを備える．また，PC端末と同様にWWWブラウ
ジング機能等を利用することができる．ユーザは図３
のようにペンタッチ/音声入力を用いて操作する． 
3.33.33.33.3    電話端末電話端末電話端末電話端末    
  電話端末用MMIシステムは，電話の着信を受け付
ける電話サーバ上に実装されている．電話サーバは，
ユーザの発話や DTMF入力の認識と，ユーザの電話
への音声出力を行う．図 4に電話端末用MMIシステ
ムを利用している様子を示した． 
 
4444    アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション    
  XISLを用いて，航空チケット案内とオンラインシ
ョッピングのアプリケーションを作成した．アプリケ
ーションに必要なデータは，XMLドキュメントとし
て WWW サーバが保持している．以下に各アプリケ
ーションの内容を説明する． 
4.14.14.14.1    航空チケット案内航空チケット案内航空チケット案内航空チケット案内    
  航空チケット案内アプリケーションは，予約対話・
修正対話・確認対話の三つの対話から構成される．予
約対話では利用する便とチケットの枚数を尋ね，予約
ID を発行する．修正対話では予約対話で入力した内
容を適宜変更することができる．確認対話では予約し
た内容の参照や，必要ならば修正対話を呼び出すこと
ができる．予約対話で発行された予約 IDは，修正対
話および確認対話を開始する際に用いられる． 
4.24.24.24.2    オンラインショッピングオンラインショッピングオンラインショッピングオンラインショッピング    
  オンラインショッピングアプリケーションは，
WWW を介して商品の閲覧・購入を行うアプリケー
ションである．対話はユーザ認証から始まり，購入個
数決定，購入確認の順に進行する．ユーザ認証を行う
ことで，購入時の処理を省略や，ユーザの入力に応じ

て商品の表示の切り替えが可能である．なお，電話端
末用のアプリケーションでは，ユーザが商品カタログ
を見ながら利用することを想定して作成した． 
 
5555    まとめまとめまとめまとめ    
  提案の MMI システムアーキテクチャに基づき，
PC・PDA・電話から利用可能な MMI システムを構
築すると共に，二種類のアプリケーションを作成した．
アプリケーションは前述した各端末から利用可能に
なっており，各端末の特徴を生かしたシームレスな
Web サービスを提供している．なお，本稿では紹介
しなかったが，アプリケーション作成を支援するプロ
トタイピングツール[6]も開発している． 
  今後は MMI システムアーキテクチャと XISL の
W3C-MMI フレームワーク[7]への対応，より高度な
対話制御・入出力の記述方法等について検討していく． 
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図 3．PDA端末の利用例 図 4．電話端末の利用例 


